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結合エネルギーが強く分解しにくい

ガイドブックによく登場するPFAS

骨格炭素数の違い
PFOS パーフルオロ オクタンスルホン酸
PFOA パーフルオロ オクタン酸
PFHxS パーフルオロ ヘキサンスルホン酸
PFNA パーフルオロ ノナン酸
PFBS パーフルオロ ブタンスルホン酸

ナノグラム/リットル (ng/L)  とは？



PFAS 日常用品に広くつかわれている

NPO法人 ダイオキシン・環境ホルモン対策国民会議



一度体内に入ったPFASが、
体から出ていくには、かな
り時間がかかります。体に
入った量の半分が出ていく
時間のことを生物学的半減
期と言いますが、PFOSで
5年、PFOAで3年、PFHｘ
Sで６年と⾧いので、体に
入ると蓄積されます。体内
に取り込まれたPFOSは９
５％排出されるまでに４０
年を要します。 非常に少ない

＊腎臓からの排出が非常に少ない化学物質
＊胆汁から排出されたものが、腸管内で再吸収される
＊尿、便、経血、母乳などによって体内から排出されたとしても河川、下水処

理施設や植物連鎖を通じて環境中に再侵入する。
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日本政府(環境省）がPFASの「製造・使用・輸出の禁止」を規制を行ったのは、PFOS（2010）、PFOA（2021）であり、
PFHｘSは2024年春予定の予定。PFOS＋PFOA合計値の水質の暫定目標値（50ng/Ⅼ）を示したのも２０２０年。

環境省の有機フッ素化合物全国存在状況把握調査は下の3項目

ストックホルム条約（POPｓ）・・・製造・使用・輸出入禁止・制限



腎臓がん

0.27 (ng/L)

免疫毒性

9x10-3（ng/L)

低出生体重

27.6x10-3 (ng/L) PFOA <4 ng/L
PFOS <4 ng/L

定量下限を考慮して

アメリカのRfD（生涯安全参照量）を基に
６０kg のヒトが一日２L飲むとして計算。

日本の水の暫定目標値
（2020年）PFOS＋PFOA＝50ng/㍑







新幹線





大阪府PFOA調査 （ng/L）

201220112010200920082007

5,40013,00017,00028,00023,00039,000浅井戸一津屋

8,80013,00017,00020,00018,00026,000浅井戸南別府

202220212020201520142013

1,5005,2004,600一津屋

1,8001,3001,3804,8003,9005,800南別府



２０２０年６月 環境省調査 国としての初めての定点調査

「Tansa」より





「摂津PFOA汚染問題を考える会」の要望

１．国・府・市・企業は徹底的な環境調査を実施し、
情 報の公開と影響評価を行うこと。

２．住民への健康調査を速やかに実施すること。
３．ダイキンは社会的責任を果たし環境改善対策を行

うこと。
４．国、大阪府、摂津市あげてPFAS対策を強化する

こと。
５．健康被害に対しては⾧期にわたる健康管理を行う

こと。





「大阪PFAS汚染と健康を考える会」発足



学習し、調査し、行動する





「大阪PFAS汚染と健康を考える会」入会申込書

•
• ( 1000 )
• :
•
•
• :
•
• :

• E-Mail

•
• 06-6268-3977





有機フッ素化合物（PFOA 等）摂津水質調査結果（2023年８月）大阪府

●ダイキンが、２０１２年１２月に製造中止してから低下してい
るが依然として高値が横ばい（大阪府）
●府として、①放流水の濃度は眼底基準値の10倍以内とする
こと、②恒常的な汚染水の流出対策を早期に実施すること、
③敷地内の汚染濃度を自主的に公表し、地域住民の理解を
えること等指導。
●ダイキンは地下水を含むPFOA処理水流出防止策として揚
水井戸の増設、敷地境界域にテスト遮水壁を設置など提示
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第一次血液検査報告(１１８人分）23.11.11
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PFOS ペルフルオロオクタンスルホン酸
PFOA ペルフルオロオクタン酸
PFHxS ペルフルオロヘキサンスルホン酸
PFNA ペルフルオロノナン酸
PFDA ペルフルオロデカン酸
PFUnDA ペルフルオロウンデカン酸
＝PFAS合計値

６PFAS合計集計



現時点での見解
• 摂津市では以前からPFOAが高濃度で検出されてきた。
• 血液中PFOA濃度は大阪府内の他の地域、東京多摩地区より高
いことが伺われる。

• 血中濃度は健康リスクが上昇しうるドイツ環境庁、全米アカデ
ミーの指針値を超える割合が高い。

• 過去の曝露の影響が続いているのか、現在も曝露が続いている
のか、評価が必要。

PFOS PFOA PFHｘS PFNA PFOA＋PFOS ４PFSA
摂津市８１人 7.7 10.7 1.2 3.3 18.4 21.9
摂津最大値 21 127.7 2.2 7.1 134.1 131.8
多摩７９１人 10.3 3.7 4.7 3.4 13.9 22
環境省１１９人 3.9 2.2 1.2 3.3 6.1 8.7









摂津市議団（超党派）へのダイキンの回答







PFASが使われる現場
•フッ素樹脂製造工場・PFAS製造工場
•防水・防油・防汚加工の施された衣類・靴・繊維製品などの製造工場
•半導体製造工場
•自動車部品工場
•泡消火剤製造工場・泡消火剤の保管場所・消火訓練場所・航空基地
•膜製品、工業用シーリング材の製造工場・産業用廃熱交換器の製造工場
•ポリフルオロエチレンプロピレン（FEP）の製造工場
•フルオロエラストマーの製造工場・など

「PFAS」の規制は始まったばかり。PFASを原料として使
用している工場などが全国各地に存在し、規制されてる３
PFASの代替有機フッ素化合物の安全性もこれから。産廃の
扱いなど、今だわかっていないことばかり。実態をつかむこ
とが改めて重要と思われる。



交 通
公共交通機関の充実、

自動車運転の減少

幼少期
発達の支援と教育の

保障

社会的排除
貧困や差別による生活の
質低下、命の犠牲

社会格差 ストレス

社会的地位の 不安や心
配の低さ 多さ

食品・環境
健康的な食生活環

境

薬物やアルコール、
喫煙強い依存

社会的支援
家庭や職場、地域にお
ける友情、協力

失 業
暮らしや「働きが
い」の基盤労 働

環境や仕事上の負
荷

疾病に罹患する
疾病が蔓延する
健康を害する
死亡する

平均寿命を短く

WHO「健康の社会的決定要因（ＳＤＨ）」（２００３年）
「個人や集団の健康は、個人では管理できない状況に左右されている」

前提として
戦争・飢餓・貧困




